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シラスの工業的利用

南九州にはシラスが広く分布しており鹿児島県の約

半分と富崎県の20%におよぶ広大た面積を占めている.

シラスとはミ白砂"またはミ白洲"からきたと言

われているカミ火1⊥1源の白色砂質堆積物のことであって

容易に水が浸透しかつ崩れやすい.したがって台風時

には山崩れや地すべりをおこしやすくまた日照りが続

くとたちまち干ばつになる.シラス台地の上では水不

足のためさつまいもか菜種などしかできないしまた

わざわざ水道をひか匁ければ家屋を建てて住むことさえ

でき衣かった.鹿児島県カミこれまで農業本位の後進県

と呼ばれてきたのもおおいにこのシラスが災いしてい

たのでしたがづてシラスは非常な厄介物として取り扱

われてきたのである.

これまでシラスの研究というと山崩れや地すべりな

どの災害対策とか土地利用問題荏とを意味していた.

シラスの工業的利用についてはほとんど考える人もなく

ただ軽石を建築用ブロックなどに用いていたにとどまる.

ところカミ昭和26年鹿児島県工業試験場がシラスを材

料にし粘土を用いない赤レンガの製造につき研究を始め
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てから窯業原料として注目されるようになり最近で

は同工業試験場が中心となり諸方面の協力を得て工業

原料としての各種試験研究が活発に行なわれている.

その多くはまだ研究中の段階にあるが一部のものはす

でに工業化中間試験に進んでいる.

このような情勢にあるときこれをさらに積極的に推

進する目的をもって昭和39年4月に鹿児島県庁および

鹿児島大学などの提唱により未開発資源企業化対策協議

会カミ設立された.これはシラスばかりではなく奄美群

島の石灰岩をも含めているのであるが関係団体で実施

中の調査研究事項の織の連絡1新規研究テｰマの検討1

先進工業技術のとり入れ1新工業技術の開発および研究

成果の企業化対策などをおもな薬務としている,

シラスの化学成分は産地1はりか怒りの相違がある

がだいたいSiO裳総～73弗A1室03王2～蝸形であり

5～7%のアルカリを含んでいて工業的利用の方向も

おのずから定まってお1)次のよう抵緒製品をうる胃内

で研究中である.

人工軽量骨材

断熱吸音用軽麓鑑板

装飾用ガラス

建築用ガラス繊維板

建築用ガラスブ神ック･プロフィリット

硬質レンガ･各種クイル

オｰトクレｰブ硬化体その他

以上のうち強化ガラス化･ガラス繊維化およびオｰ

トクレｰブ硬化溶ど1こついては予備的実験に成功してお

り硬質レンガ｡タイル荏どについては基礎研究を終わ

っている.とくに人工軽量骨材については県工業試

験場が川崎重工業KKと協力し38年春ごろ研究に着手

し同年秋には技術的に成功し試作品もできた.これは

シラスの粉末に粘土を混ぜ粒状体をつくり120ぴCで焼

き発泡させたものでその表面は灰色を呈する.これ

はほとんど吸水せず軽量骨材としてすぐれた性質をもっ

ている.さらにこれを実用化するためコンクリｰト

強度･耐久性などの諸性質を調べるとともに軽量コン

クリｰトとしての体系づけを行たうための一連の試験研

究を現在大阪工業大学建築学科カミ中心とたって実施し

ている.j実用化の1見と抽しがつき次第県では県内に

シラスを原料とする人二〔軽量骨舛�
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本格的な企業化試験設1傭を設け'さらに工場誘致にすす

む方針である.諸都市において高層建築が続々と計画

されつつある現在これはまことに有意義な事業という

ことができる.

シラスはそのほか砂質部は道路舗装用路盤･溜池

および水路だとのライニング用としてまた軽石粒は園

芸作物の礫耕砂耕栽培用鋳物砂の抜気用および工芸用

などに用うることができる.

これまで始末におえない厄介物として取り扱われてき

たシラスも新工業技術によって利用面が開拓されつつあ

るのは非常に喜ばしいことでありまたその埋蔵量とい

う点に校るとまさに無尽蔵というほどある.

以上述べた諾実験にはもっぱら鹿児島市南部および谷

山産のシラスが用いられているのであるが全県下のシ

ラスがこれらと全く同じ物理化学的畦質をもっているか

というと決してそうではない.

シラスというのはもともと学術用語ではなく単に自

たことのある堆積物を地質学的に検討する&軽宥涜の

桜島火山博物館

太田良平

昭和39律8月20貝に鹿擬島県の桜島に火山博物館が

鰯設された苗全国を通に著名松火山地蛾の鶴光地で

参考館とか標本陳列館枚どの塙称のものを殺けている

所はあるが火山博物館というものは扱か吋た,

鹿児島市から連絡船に乗り20分で襖島の袴腰は着き恵
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非熔緒部･降下軽石･これらの二次堆積物･凝灰質砂岩

ときには珪藻土質の堆積岩までが含まれておりこれま

での調査によると軽石流には少たくとも8種類以上

降下軽石でも数種類以上あってシラスを成因別にま

た地質時代別に細分すると少なくとも20種類以上にな

ると考えられる.そしてそれぞれ物理化学的諸性質を

いくらか異にしている.したがってシラスを工業的に

利用する場合にはその用途によってこれらの差違が影

響するであろう.

南九州に分布する全シラスの地質学的分類･それらの

分布範囲やおのおのの物理化学的諸性質の調査などは

単に学問上の興味ばかりではなく産業振興上からも重要

な仕事であってこれは県庁および工業技術院地質調査

所の協同で現在行なわれつつある.

さらに観点を考えてみれば鹿児島県内で大工場と言

えるのは川内川河口付近にある中越パルプKKの工場ぐ

らいである.この付近ではシラスは少なく基盤岩が

地表はあらわれているため川内川は減冷淀る水をたた

えている｡ところが県内の大部分を畜めるシラス地帯

では簾水面積の大きさに比べ河川の地表流量が非常に

少ない封これはかなりの量が地下に浸透するためであ

る､シラス地帯の火山噴出物の層序を確立することに

よりて豊當かつ良質の地下水を求めることができるので

工場誘致を目的おしこの方面の調査も着々と行なわれ

らに徒歩数分で同博物館に達する｡袴腰紀は爾桜島村

営の水族館がありその二階が桜島火山ぽ関する欝料凝

示室に扱っているが火山博物館は水族館のバス道路を

隔てた向い側にある.

海.ヒか

ごの博物鮪は鹿児島市のある観光合杜の経営で気象

庁1東京大学地震研究所1桜島にある京都大学および鹿

児島大学の爾火{観測所その他の脇カを袴でいる､

建物の敷地は約､ユ婁O坪齢りその外観は鍛歓スレｰト張

鰯灘

館内ぽ入り巌示品を

現るとどこかで屍た

ら桜滞を望む

鱗ず閉和39年婁月ぽ勅�
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目新聞杜が気象庁･東京大学地震研究所･海上保安庁･

科学博物館などの協力を得て東京新宿の小田急デパｰ

トで開催したミ目本の火山"展覧会の展示品が大部分を

占めているのであった.この展覧会のために苦心して

製作した展示晶が.再び所を得て常時火山思想の普

及に役立っていることは結構なことでありまた展示品

の水準および内容は各方面の専門家の指導によるもの

だけにかなり高くまたすぐれている｡

館内にはミ桜島火山の大正3年の大噴火"､伊豆大島

火山の熔岩湖(1950～51年)"およびミ三宅島の1962年の

活動"の3つのジオラマがあって活動当時の凄絶な状

況が生き生きと再現されており轟々たる音響は館内に

こだましている.展示内容は火山に関する一切を含み

平易かっ親切に説明してある.日本の火山分布の立体

模型･近年の火山活動一覧表などはもちろんとくに著

名な火山たとえば明神礁･伊豆大島･浅間｡阿蘇･昭

和新山などについては地質図や写真を入れ詳しく述べ

てある､前記展覧会以後に製作されたものもかなりあ

り桜島火山についてはとくに念を入れ地質図･各種

熔岩の標本･噴火記録表などが並べてありまた大正3

年の大噴火当時の珍しい写真もある.また地球内部に

おけるマグマの発生･噴火の機巧･火山の形態などにつ

いて説明を試み温泉･地熱在ど火山による恩恵や噴

火による各種災害およびその対策爆発の予知や火山観

測などにもふれている.

小学生が見ても大学生カミ見でもまた社会人カミ見て

も興味の尽きることなく楽しい博物館であるがやが

て本建築が完成すれぱさらに拡充する予定で世界中の

火山から岩石を取り寄せる計画もある.

(筆者は地質部)

火山博物館

館内の濃謙
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